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【明治地区】 

地域の交流を深め助け合いを広めよう！  ＜  ＞：移動をする上で必要なこと 

課題１：移動 

項 目 意 見 

①情報 ・タクシーのシステム。周知が十分でない。もっと知らせてほしい。 

【市民】 

・広報だよりによく目を通す。 

・タクシーの利用。 

＜移動（買い物）＞【私】 

・地域のコミュニケーションの良好を呼びかけ。 

②助け合いによる支

援 

・“足”健康でない弱者の方の救い方（気がついた方が積極的に助けられるよ

うになると良い）。 

・その人に合った手助けの方法。 

・まず、隣近所の交流が大前提（助け合い）。それから市の支援。 

・一人暮らしの99歳の人をみていますが、身寄りがない人なのでどこまでみ

るのかが問題です。他の人からはいろいろ言われる。 

＜移動（足）＞ 

・買い物。近所の人と助け合って乗せて行く。または、買ってきてあげる（慣

れが生じると負担が増える）（助け合い）。 

③助け合いの仕組み ・運転手ができる人、乗せてもらいたい人を登録制にして助け合える仕組み

をつくる（市全体で）。 

【本人】 

・ボランティア活動として「白タク」の利用許可を得て実施。 

④民間業者の活用 【業者】 

・買い物。移動販売者。 

⑤コミュニティーバ

スの充実 

・コミュニティーバスの路線を増やす。 

【市】 

・コミュニティーバスの運用の仕方。 

＜移動（足）＞ 

通院。介護タクシーが同じ目的の病院へ行く人をひろって乗せて行く（前日

までにＴＥＬで予約する）。 

＜移動（通院）＞【その他】 

・お迎え路線の拡大。 

⑤コミュニティーバ

スのバスの充実 

⑥地域・仲間 

【民生】 

・足、交流も可能でない方で、健康の面でも問題のある方はどうする？ 
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課題 2：他人との交流 

～行事・イベントを活性化する～ 

項 目 意 見 

①地域・仲間 ・人との交流がとても苦手な方もいる（無理矢理引っ張り出すことはない）。 

・各地区の公民館の活用を活発にして区民の集まる機会を増やす。 

・気の合う仲間からスタートして輪を広げる。 

【住民】 

・全世代が参加しやすいイベントなど。 

【地域・行政】 

・他人との交流。教室などのイベントを開催する。 

②老人クラブ ・老人会での活性化（食事をしながら進行）。隣近所の付き合い方。 

・老人会の意義は大きい。全地区でできると良い。 

・老人会などの交流。しかし、昔、義母の時代に役員のなり手がなくて解散

以降なし。 

③団体 ・行事は行われているが参加者が少ない。声をかけ合って参加すると良い。 

【団体】 

・他人との交流。地域全体行事への参加。 

【市民】 

・ボランティアへの積極的協力。 

【役員】 

・交流。家からあまり出ない方の行事への引っ張り出し方。 

④市 ・活動の積極参加の広報充実。ふれあいの場。 

【市】 

・団体組織への発足（例：老人クラブ）。 

⑤社会福祉協議会 【社会福祉協議会】 

・高齢者と若年者との交流の場の増加。 
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【千代田区】 

～絆～ 

課題１：災害時の避難 

項 目 意 見 

①自助 ・家族で話し合う。 

②共助 ・隣近所の人が見守る。 

・町内・近くの知人等、集会がある時に話題として取り上げていただく。 

・町内で話し合う。 

【市民・地域】 

・いざという時、誘い合い、声をかけ合う。 

②公助 

③公助 

・福祉票の活用。 

・地区の最寄りの避難所の周知 

【行政・地域】 

・情報の伝達 

③公助 ・公共施設のトイレ洋式化を急ぐ。 

【行政】 

・全国被災地の中から一番必要な対応はＷＣを洋式にする。和式はダメ。 

地域の補助はダメ。 

・想定外の災害時の支援物資の確保。 

【行政・地域】 

・防災無線の活用 
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＜  ＞：見守りの対象者 

 

 

  

課題２：地域内の見守り（全世代） 

項 目 意 見 

①共助 ・子どもが学校に通っていて顔がわかっていて安心して話しかけられる人。 

・向こう三軒両隣。 

＜見守り：高齢＞ 

・隣近所の容態に気をつける。 

・隣近所の人。 

＜見守り：子ども＞ 

・登下校時、なるべく外で作業。 

【市民・地域】 

・普段からの声かけで顔見知りになる。 

【地域】 

・見守りされる方々で対応する。 

②公助 【地域・行政】 

・防災無線の活用 
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【稲沢地区】 

～どうにかせんといかん！！がね～！ 

課題１：町内会などの役員のなり手がいない 

項 目 意 見 

①選出方法 【地域】 

・町内会の組長の中から決める。 

②役職の明確化 【行政・地域の市民】 

・役員の役割のマニュアルを整える。 

【地域】 

・それぞれ役員がどんな仕事・活動をするのか、募集時に明示する。 

【地域社会】 

・昔からの行事等を少しずつ少なくする。 

         ↓↑ 

【地域】 

・役員の仕事内容の精選。仕事を減らす。 

【市】 

・各組織の独立化。現行は統括する最高位の役員が特になり手がない。 

③地区の活性会 【地域の学生】 

・現在ある行事に若い力を募り参加協力をしてもらう。 

【地域の市民】 

・組長会をもっと話し合いの場に出席者として出てもらい、意見を出しても

らう。 

・町内全体の楽しいイベントを開催して顔見知りできる場を増やす。 
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課題２：高齢者、障害者が暮らしやすい環境づくり 

項 目 意 見 

①新しいタイプの見

守り隊 

【地域】 

・新しいタイプの見守り型隊をつくる。 

【地区】 

・地区ごとでいろいろなボランティアを新しく作る。 

【私の市】 

・私を含め近所の人の見守り、情報交換。 

【地域の市民】 

・ボランティアを募る⇔有料化（実際に動く⇔対応する） 

【市民】 

・ボランティア（傾聴者）を募る⇔有料化 

【地域の人・行政・ボランティア】 

・問題に対して実際に動くチームを作る。 

②ＰＲの仕方 【社協】 

・声を届ける場所（窓口）を明確にする。 

【行政】 

・包括支援センターでどんな相談にのってもらえるのかもっと宣伝する。現

在、不足している。 

↓↑ 

【近所】 

・弱者の方が相談しやすい雰囲気作り。 

【市（行政）】 

・自分が弱者と思っていない人の自覚。 


